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鈴木ガバナー事務所  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
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こしじ秋祭り：一万人なべ　（写真提供：長岡市デジタル写真館様）
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職業奉仕月間に寄せて	 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国際ロータリー第２５６０地区	 

	 	 	 	 2012~2013 年度	 ガバナー	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 鈴木	 重壱（長岡 RC）	 
	 

	 RI 理事会では、一人ひとりのロータリアンだけでなく、クラブも職業奉仕

の理想を日常実践するよう強調するために、特に職業奉仕に焦点を絞ったプ

ログラムを行うよう奨励しています。クラブに推奨される具体的活動には、	 

①地区レベルの行事で、ロータリーボランティアを表彰すること。	 

②ロータリー親睦活動への参加を推進すること。	 

③職業奉仕活動又はプロジェクトを提唱すること。	 

④空席の職業分類に会員を入会させる会員増強活動があります。	 

	 2002~03 年度ラタクル RI 会長は、「約 100 年もの間、ロータリアンは公正

な商慣行と高い倫理基準を勧めてきました。-この月間に関連づけて、私た

ちはビジネスを改善し、若者には職業訓練や技術を、障害者には仕事を提供

するために、職能を発揮するべきです。」と呼びかけました。	 

ややもするとロータリーの場で職業の話を敬遠するような風潮があったこ

とは否めません。これは大いに反省すべきことで、そもそもポールハリス自

身がそのようなことを考えてはいなかったはずです。ロータリアンであるが

故に、誇りを持って「四つのテスト」に自らを照らし、道徳に裏打ちされた

立派なビジネスを堂々と展開すべきです。そして、そこから得られた果実こ

そを地域や国のために奉げるのだと思います。これがなくては、ロータリー

の真の魅力はなくなってしまうといってよいでしょう。	 

	 さて、日本独自のプログラムとして、この月に米山奨学事業の意義を深く

認識し、寄付金を募る活動をする事になっています。そのために米山方学生

や地区役員･委員の卓話を聞き、さらに奨学生から提供される資料を基にク

ラブ･フォーラムを開催したりすることが推奨されています。奨学会の目的

及び事業・寄付及び表彰制度・奨学生の資格などは米山記念奨学会を参照下

さい。	 

ただ、このプログラムでは「日本の将来に資する内容・選択であること」は

最も重要なコンセプトです。国内ロータリアンの善意が正しく活用されなけ

ればなりません。	 

	 その事によって日本の未来が、アジアの平和を中心として世界全体に「日

本の心」が正しく伝わり、後を託す若者たちが凛として歩を進める事が大切

と考えます。	 

皆様のより一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。	 
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職業奉仕月間にあたり	 
	 

国際ロータリー第２５６０地区	 

新世代奉仕委員長	 

田中	 哲夫	 （長岡西RC）	 
	 

今月は職業月間です。最近企業の不祥事、不正が日本、世界中で目立

ちあらためてロータリークラブ・ロータリアンの職業奉仕の重要性が

再認識されています。 
職業奉仕とはあらゆる職業の理想を生かしていくことをロータリーが

育成し支援することであり次の事が挙げられると思います。 
●	 あらゆる職業において最高の道徳水準を守り推進すること 
●	 あらゆる有用な職業の社会に対する価値を認めること 
●	 自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てること 
職業奉仕はロータリークラブ・ロータリアンの責務と思います。 
「ロータリーは職業人の集まりであるから商売の上では、正当な利益

を得る事は当然のことです 
職業奉仕の考えはそこにいかに相手の立場に立って心をこめた商売

ができるかと思います」 
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山﨑ガバナーエレクト事務所の開所式 
 
	 山﨑ガバナーエレクト事務所は、2012.8.31に前石本ガバナー事務所の什器備品、
PC、書類一式を引継ぎ、地元・胎内市野中に開設、女性 3 名による事務局を構成
し、2012.9.8に開所式を迎えました。 
開所式では、パストガバナーの皆様、現・次々ガバナーの皆様、同地区幹事・同

財務委員の皆様、次期ガバナー補佐、ホストクラブとコ・ホストクラブの各会長・

幹事の皆様、更に山﨑年度スタッフの総勢６０名様による開所式と懇親祝宴会を開

催させて頂きました。 
その開所式では、ご参集頂きました方々のご紹介に続き、山﨑堅輔ガバナーエレ

クトから御礼のご挨拶を申し上げ、ガバナーの鈴木重壱様、直前ガバナーの石本隆

太郎様、パストガバナーを代表し横山芳郎様よりご祝辞を賜りました。 
そして、懇親祝宴会ではパストガバナーの中條耕二様からのご祝辞と乾杯に続き、

胎内市の地酒・ワインなどで和気藹々と盛上げて頂き、中締めのご挨拶と万歳三唱

をパストガバナーの渡辺敏彦様にお願い申し上げ、閉会とさせて頂きました。 
尚、山﨑堅輔ガバナーエレクトのご挨拶では『第 2560地区の古き良き伝統を重
んじ、且つ変えるべきは変えながら推進をモットーに！』で御座いました。 
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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ロータリー財団奨学生選考会を終えて 
	 

国際ロータリー第２５６０地区	 

ロータリー財団委員会	 委員長	 

	 野沢	 正信（新潟北 RC） 
 
 
	 毎年ロータリー財団親善奨学生の名称で奨学生を送り出し、地区財団活動資金の

中核的補助金として広くロータリー会員に親しまれてきました。 
多くの若者に広く海外に出て、親善と知識を身に着ける素晴らしい制度として会員

の皆様も良くご理解されている通りです。 
	 毎年地区大会やセミナーで、ロータリーの親善奨学生が海外留学を終えて帰国報

告や、選考会を経てこれから海外へ赴く奨学生の抱負等を聞くたびに、この制度の

素晴らしさや、過去に輩出された難民高等弁務官を務められた緒方貞子さんや宇宙

飛行士の山崎直子さんらが、活躍の原点が財団奨学生であった事実が奉仕の精神の

素晴らしさを証明しています。 
	 次年度 2013-14年度から導入される「未来の夢計画」の補助金制度変更により、
RI財団本部のかかわりが大幅に縮小され、地区に権限が委譲されたことです。 
そのため次年度に派遣する奨学生について地区で独自に募集要項等を作り、それを

基に奨学生を募集する作業から始めなければなりませんでした。 
今迄慣れ親しんだ親善奨学生と云う名称もなくなり、派遣先のカウンセラー制度の

廃止等、ロータリーの良き伝統が失われ、これでは一般の奨学金と変わらないので

はと、今後の在り方について大いに議論がありました。 
	 確かに留学を希望する若者にとっていろいろの制約がなくなって使い勝手は良

くなりましたが、ロータリー精神が失われることの危機感は感じております。 
そのため次年度派遣ロータリー財団奨学生の選考会においては、各ロータリアンか

らの善意の浄財で成り立つ財団資金を考えると、ロータリー精神を疎かにする訳に

はいきません。推薦し応援して頂いたクラブの皆さんの気持ちも尊重し、財団奨学

生が海外留学して良かった言える若者を育てることが、これからもロータリー財団

の使命ではないかと考えています。8 月 25 日の次年度財団奨学生の選考会には３
名の募集に、３名の応募がございましたが２名の奨学生の派遣を決定致しました。 
今後、国内だけでなくグローバルに活躍する人材育成プログラムもございますので

地区としても早急に制度を整えて行きたいと思っています。 
	 これからは地区だけでなく各推薦クラブの関わりを強め、各ロータリアンが奨学

生との結びつきを深めることにより、海外での活動に目を向ける一助になればと考

えています。 
	 田中作次 RI会長は本年度のテーマを「奉仕を通じて平和を」と掲げられました。 
私達も、留学生を派遣することで奉仕し、未来を担う奨学生と共に世界平和に貢献

するロータリアンでありたいと思います。 
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学生帰国報告会・1 年来日学生 

説明会開催報告	 
	 

国際ロータリー第２５６０地区	 

新世代奉仕委員会	 青少年交換委員長	 

	 	 	 倉茂	 章（頸北 RC）	 
	 

9 月 22 日（土）「まちなかキャンパス長岡」で青少年交換学生の帰国報告会及

び来日学生説明会が開催されました。当日は、鈴木重壱ガバナー、佐々木昌敏

ガバナーノミニーのご来賓に加え RC 関係者総勢 37 名のご参加をいただきまし

た。 

第 1 部夏期・1 年帰国学生報告会では、夏期交換としてドイツに約 3 週間派

遣された渡辺晴喜君（三条 RC）、猪俣彬君（糸魚川 RC）、1 年交換学生としてア

メリカに派遣された四家井啓人君（新潟南 RC）、齋藤美有さん（白根 RC）が帰国

報告をいたしました。各学生それぞれが交換留学の思い出を語ってくれました。

その中で、「この青少年交換のチャンスがもっと多くの学生に広がればきっと世界

平和に繋がる。」と感想を述べてくれた四家井啓人君の言葉が印象的でした。 

第 2 部 1 年来日学生の受入説明会では、来日学生のローガン君（米）（高田

東 RC）、コンスタンチン君（独）（新発田 RC）、ガブリエラさん（伯）（新潟南 RC）、

スザンナさん（米）（三条北 RC）の４名がボリュームある自己紹介を行い、他に受

入学生へのアドバイス、諸注意がなされました。第 2 部では帰国学生の渡辺君、

齋藤さん、四家井君が通訳として活躍してくれました。青少年交換学友

（ROTEX）会長の宮川明也君（新潟大学大学院生）からは来日学生へ「交換留

学を有意義にするためには、とにかくあきらめずに現地語の習得に励むことで

す。」とアドバイスがありました。 

宮川君のアドバイスにもあるように、来日学生には 1 日も早く日本語を習得しこ

の交換留学を実りの多いものにしてもらいたいと願っております。また、ロータリー

の青少年交換は留学して終わりではありません。帰国学生は ROTEX としてその

後もロータリー活動に参加をし、ロータリアンと共にロータリー精神「超我の奉仕」

を学んでいきます。青少年交換委員会では、こうした活動を通して、青少年の「人

間力」を養い将来を担う人財育成を続けていきます。 
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米山奨学生親睦交流会 『会津若松と大内宿視察の旅』	 
国際ロータリー第２５６０地区	 

米山奨学委員会	 奨学生・学友委員長	 

	 	 	 馬場	 伸行（新潟西 RC）	 
	 

	 2012年8月25日（土）に奨学生22名・カウンセラー20名・大橋委員長他役員8名・事務局

1名、以上合計52名がバス2台に分乗し午前8時20分新潟駅南口バスターミナルを出発し一

路福島県の大内宿へと向かいました。車中では奨学生とカウンセラーが仲良く隣同士に座

り楽しい会話を交わしておりました。 

予定より若干遅れて同10時55分に大内宿に到着。一時間ほど古い街並みの宿場町を散策し

ました｡この日は大変暑い日にもかかわらずカウンセラーと奨学生は熱心に見学・買い物

をしてすごしました｡初めての方は皆さん大変感激しておりました｡茅葺の家を見て自国

のことを思いだした奨学生もおりました。 

続いて会津若松に移動し鶴ケ城見学の前に楽しい昼食をとりました。時間がやや押し気味

でしたので見学は午後2時50分までとし、初めて見る日本のお城に喜んでおりました。城

の前にて全員の集合写真を取り、その後は各自自由見学とし城の様子をカメラに納めてい

ました。その後は飯盛山散策の予定でしたが時間の関係で中止し帰路新潟へ向いました｡

新潟到着の予定は午後4時00時でしたが、午後4時45分に到着しその後解散しました。 

今回は新潟県を離れて「バス旅行」という交流会でしたが次回も楽しい会にしたいと考え 
ています。 
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ロータリー旗争奪ミニバスケットボール大会	 
 

長岡工業高等専門学校インターアクトクラブ  
沖縄研修旅行について  
 

国際ロータリー第２５６０地区	 

長岡ロータリークラブ会長	 

高橋	 喜一	 
	 

	 

	 9 月 11日(火)～15日(土)までの 4泊 5日で、長岡高専インターアクトクラブ部
員 14 名と顧問の佐藤公俊先生、地球ラボの羽賀亮介氏、第 2560 地区鈴木重壱ガ
バナーご夫妻、そして私の総勢１８名で沖縄に行ってまいりました。目的は、沖縄

工業専門学校の学生と、また沖縄のインターアクトクラブの学生との交流のためで

す。現在、沖縄高専にインターアクトクラブはありませんが、平成 21年より国際
交流サークル「World Student  Bridge」頭文字のWSBから「わさび」が設立さ
れました。 
	 今回の沖縄研修旅行の大きなきっかけは、長岡高専のインターアクトクラブが

2011年 3月に行ったスキー・スノーボード交流研修への沖縄高専生の参加です。
インターアクトの学生とメール交換しながらWSBの 5名の学生が私費旅行として
参加しました。この研修終了翌日、東日本大震災に遭遇した WSB の学生たちは、
長岡高専関係者のおかげで無事帰沖出来ました。この研修旅行の参加は、学生にと

っては大きな転機になったそうです。それは、インターアクトの学生や留学生との

交流にとどまらず、長岡高専の教職員はじめ、研修旅行関係者の多様な人間像に触

れたことによるものです。一方、長岡から沖縄への訪問も実現しました。 
	 平成 23年 9月に 3泊 4日でインターアクトクラブの学生 3人が顧問とともに訪
沖し、南部戦跡の見学やバーベキューを通じてWSB学生と交流を深めました。 
	 鈴木重壱ガバナーのお考えは、沖縄高専にインターアクトクラブを設立すること

、そして全国の高専などと交流を行うこと、さらに、アジアの若者との交流を進め

て、若い世代を育成することにあります。 
	 このような夢のような計画が動き始めているのは、長岡高専のインターアクト部

が昭和 40 年に設立されて 47 年の長い歴史を持っていること、また、顧問の佐藤
公俊先生が、顧問になって二十数年と長い経験を持って指導していることが大きく

影響していると思います。学生を旅行やスキー合宿に連れて行くときには、事故な

どのリスクが伴います。何かあった時には、自分が責任を取るということを覚悟で

、指導して頂いているわけです。 
１４日(金)の午前は、沖縄高専で「多文化交流を目的とした高専生の課外活動に
ついて」と題して話し合いがもたれました。それぞれの交流の経験などについて率

直な意見が交わされました。お昼は学生の用意した食事を楽しみました。 
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また午後からは、日本とアジアを結ぶ架け橋、リゾート＆IT の戦略拠点「沖縄

IT 津梁パーク」を見学しました。夕方からは、国際ロータリー第２５８０地区イ
ンターアクト年次大会反省会・第２５６０地区インターアクトとの交流会に参加し

、首里高校、那覇高校、那覇商業高校、興南高校、昭和薬科大学付属高校のインタ

ーアクトとの皆さんと交流を行いました。 
今回の交流旅行で、第２５８０地区石川正一ガバナーをはじめ、那覇 RC、那覇
西 RCの皆様に大変お世話になりました。この紙面を借りて御礼申し上げます。今
回、大勢の生徒と出かけたわけですが、生徒たちには非常に良い経験となったと思

います。私たちロータリークラブの支援が、若い世代の成長に大いに役立っている

ことを報告致します。	 	  
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「愛そして献血」 
国際ロータリー第２５６０地区	 

	 第２分区	 ガナバー補佐	 箕輪	 光泰 
 

	 第２分区には５校のインターアクトクラブがあり、毎年１２月２３日に“クリス

マス愛の献血呼びかけキャンペーン”を開催しております。今年は第１５回目を迎

えます。２００名余りの高校生と約５０名のロータリアンが参加し、年末年始の血

液不足の解消に少しでも役立ちたいと活動しております。 
	 そこで、少しでも献血について皆様のご理解を深めていただきたいと言うことで、

それぞれの立場で５人の講演者より「献血をめぐって」の話をさせて頂きました。 
	 最初に私が献血キャンペーンについて、２番目に向陽高校 IA部長外山君が「献
血キャンペーンに参加して」の体験談を、３番目に新潟県赤十字血液センター課長

の平下様が献血の現状、将来の血液不足について、４番目に新潟中央 RCメンバー	 
川合消化器科外科の川合先生より「臨床の現場で、血液は」ということで、手術に

関しての色々な思い出話を、最後に、新潟中央 RC会長万代レディースクリニック
の大野先生より「血液の歴史について」パワーポイントを使いながら分かりやすく、

面白おかしく講演して頂きました。 
今回の講演料は皆様のおかげで０円でした。その経費は、もう一つの目的でありま

す親睦懇親会に全部使わせていただきました。 
	 新潟のシンガーソングライターHannaさんの愛の歌を聴きながら、ANAクラウ
ンプラザホテル新潟の中華料理、黒埼から取り寄せた茶豆など、美味しい料理とお

酒を頂きながら、ロータリアン同士、大いに親睦を深めていただきました。 
	 参加ロータリアンの皆様にお褒めの言葉を頂きまして、ありがとうございました。 
この場を借りまして深く感謝申し上げます。 
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「健康」  

国際ロータリー第２５６０地区	 

第 5分区	 ＩＭ実行委員長	 猪貝	 克浩 
 

開催日	 9月 2日（日） 
	 会場	 	 長岡ベルナール 

 
本年度の第 5分区のテーマは「健康」としました。 
ロータリアンとして奉仕活動を進めるにはなによりも健康な体・精神が必要です。

今回のＩＭを通してご参加いただきました皆様には健康の基である「元気」をいっ

ぱいも持ち帰っていただけるよう、青木省一ガバナー補佐の指揮のもとに長岡西ロ

ータリークラブ総員で準備をしてまいりました。 
	 当日は 7 クラブ総勢 168 名のご参加をいただき、連日の猛暑を吹き飛ばす盛大
な会となりました。第一部は全体会のあと（社）新潟県労働衛生医学協会常務理事

の大西金吾様より「輝いて生きる～笑いと健康～」と題してご講演をいただきまし

た。示唆に富みユーモアあふれるお話は笑いの連続で、ひとつひとつ頷くことしき

りで、得るところ多い講演でありました。若さあふれる「アルビレックスチアリー

ダーズ」のアトラクションでスタートした第二部の懇親会では、和気あいあいの雰

囲気のなか第 5分区 7クラブ、大いに親睦を深めることができました。広い会場を
いっぱいに使って「手に手つないで」の輪が拡がる光景には感動しました。 
ご参加いただきました会員の皆様に感謝を申し上げます。 
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「与えるものは与えられる」 
	 

国際ロータリー第２５６０地区	 

第７分区ガバナー補佐	 真保	 俊（頸北ＲＣ） 
 

９月８日（土）１５時より第７分区ＩＭを上越市鵜の浜温泉鵜の浜ニューホテル

で開催致しました。分区内９クラブから１８６名の登録で、大島、東山両パストガ

バナーにも御臨席賜りました。 
開会に先立ち、ＩＭ直前の９月４日に御逝去された高田ロータリークラブ中村行

雄会長に哀悼の意を表し参加者一同黙祷を捧げました。 
会は、ＩＭ式典、特別記念講演、懇親会の３部構成で執り行いました。記念講演

は、上田情報ビジネス専門学校の比田井和孝氏により「与えるものは与えられる」

という演題で、本田宗一郎氏の経営理念、明治時代に和歌山沖で遭難したトルコの

エルトゥールル号の逸話等を交えての話でした。これはロータリーの基本理念と相

呼応するものであり、多くのロータリアンが９０分の熱い講演内容に感銘を受けま

した。そしてロータリー精神を再確認し明日のロータリー活動への意を新たにしま

した。 
また懇親会では会員同士の親睦をおおいに深めていただき、再会を約し１９時に

散会しました。 
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